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2016 北海道ホルスタイン ウインターフェア
林　稔幸氏「ウツズスター コロナ ホワイトストーン ローズ」

初のグランドチャンピオンの栄冠に輝く!!

あ
た
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
四
農
場
・
五

頭
が
出
品
さ
れ
、
林
稔
幸
氏
の

「
ウ
ツ
ズ
ス
タ
ー
コ
ロ
ナ
ホ
ワ

イ
ト
ス
ト
ー
ン
ロ
ー
ズ
」
が
第

11
部
（
ジ
ュ
ニ
ア
３
歳
ク
ラ
ス
）

で
１
位
及
び
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
を
み
ご
と
獲
得

し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
出
品
者
の
成
績
は
表
の

と
お
り
で
す
。

十
月
二
十
三
日
、
十
勝
農
協
連 

家
畜
共
進
会
場
（
音
更
町
）
で
、

２
０
１
６
年
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

全
道
各
地
か
ら
代
表
牛
１
４
１

頭
が
出
場
し
、
ブ
ロ
イ
ス
・
ト
ン

プ
ソ
ン
氏
（
カ
ナ
ダ
・
イ
ー
ス
ト

サ
イ
ド
フ
ァ
ー
ム
社
）
が
審
査
に

入 賞 牛 一 覧 （当ＪＡ出品分）

グランドチャンピオン（インターミディエイトチャンピオン）
１１部 １ 位 ウツズスター　コロナ　ホワイトストーン　ローズ 林　　稔幸（白糠）

部 順位 名　　　号 出 品 者（地区）
2 部 17位 エルムパーク ＢＣ フランチエ 安藤　　功（幌呂）
３ 部 7 位 ＴＫＳ ウルオ ウノ 清水　武志（鶴居）
6 部 9 位 トミー サンチエス ブレツシング (農)清和農場（鶴居）
9 部 2 位 ウツズスター ブロー ジユデイー タラ ＥＴ 林　　稔幸（白糠）
11部 1 位 ウツズスター コロナ ホワイトストーン ローズ 林　　稔幸（白糠）

22222222222222222222222222222222222222222222

22222222222222222222222222222222222222222222

審 査 風 景
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昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協
同
組
合
法
（
農
協
法
）
が
制
定
さ
れ
、
今
年
で
69

年
を
迎
え
ま
し
た
。

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農
業
者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
通
じ
、「
農
業

生
産
力
の
増
進
」
と
「
農
業
者
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
」
を
図
り
、
国
民
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
農
協
法
が
制
定
さ
れ
、
農
協
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の
た
め
の
組
織
」
で
あ
り
、
協
同
組
合
原
則
に

掲
げ
る
「
自
主
・
自
立
」「
民
主
的
運
営
」
の
基
本
に
立
ち
、
相
互
扶
助
の
精
神
の

も
と
、
幾
多
の
困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
、
組
合
員
の
皆
様
の
営
農
と
生
活
の
安
定

並
び
に
よ
り
良
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
総
合
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
今
日

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
農
協
法
は
農
協
の
組
織
・
事
業
を
運
営
す
る
基
本
法
と
し
て

極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
が
、
農
協
法
公
布
記
念
日
を
契
機
に
、
組

合
員
・
役
職
員
の
皆
様
と
改
め
て
協
同
組
合
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
そ
の
意
義
と
役

割
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
を
深
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
ず
、
協
同
組
合
の
経
済
的
意
義
で
す
が
、
新
自
由
主
義
経
済
の
考
え
方
が
浸
透

し
て
い
く
中
、
東
京
大
学
大
学
院
の
鈴
木
宣
弘
教
授
が
指
摘
さ
れ
た
「
今
だ
け
、
金

だ
け
、
自
分
だ
け
」
と
い
う
傾
向
が
最
近
強
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
自
分
一
人
の
利
益
を
追
求
す
る
と
こ
ろ
に
協
同
の
目
的
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
で
は
協
同
組
合
の
中
に
個
人
の
立
場
、
自
分
一
人
の
利
益
は
な
い
か
と
い
え

ば
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
皆
の
利
益
、
協
同
の
利
益
の
た
め
に
尽
く

す
こ
と
が
、
自
分
の
利
益
に
還
っ
て
く
る
、
こ
れ
が
協
同
活
動
の
経
済
原
理
で
あ
り

ま
す
。

つ
ま
り
協
同
活
動
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
組
合
員
で
あ
れ
ば
等
し
く
協
同
の
利
益

に
預
か
る
こ
と
が
で
き
、
他
人
を
押
し
の
け
て
で
も
自
分
だ
け
の
特
別
の
利
益
を
得

よ
う
と
す
る
よ
う
な
理
不
尽
な
欲
望
は
協
同
組
合
は
満
た
し
て
く
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
協
同
組
合
は
私
欲
を
満
た
す
組
織
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
だ
け
の
利
益

指
向
と
い
う
非
協
同
の
新
自
由
主
義
経
済
に
は
、
一
面
自
分
だ
け
の
不
利
や
損
害
は

あ
り
得
る
の
で
す
が
、
協
同
組
合
に
は
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
回
避
あ
る
い
は
分
担

で
き
る
安
全
保
障
機
能
の
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

つ
ぎ
に
協
同
組
合
の
社
会
的
意
義
と
し
て
は
、
協
同
の
力
で
共
存
同
栄
の
理
想
社

会
を
築
き
上
げ
て
行
く
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
社
会
が
悪
い
、
経
済
の
仕
組
み
が
悪

い
と
嘆
く
だ
け
で
は
通
用
し
な
い
組
織
で
す
。
む
し
ろ
私
た
ち
の
協
同
活
動
で
、
そ

の
悪
い
社
会
や
経
済
の
仕
組
み
を
改
良
し
て
行
く
の
だ
、
と
い
う
理
想
感
、
責
任
感

に
燃
え
て
、『
万
人
は
一
人
の
た
め
に
一
人
は
万
人
の
た
め
に
』
全
力
を
尽
く
し
て

行
く
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
協
同
組
合
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
安
全
か
つ
平
和
な
公
正
社
会
の
実
現

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
理
想
を
実
現
す
る
に
は
、
協
同
の
利
益
と
そ
の
公
平
な

分
配
に
満
足
す
る
心
の
改
革
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
協
同
組
合
学
習
と
は

そ
う
し
た
心
の
改
革
を
す
る
た
め
の
研
鑽
と
修
業
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
の
で
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
日
常
の
営
農
と
生
活
の
協
同
活
動
お
よ
び
協
同
組
合
学
習
を

通
じ
、
協
同
組
合
の
経
済
的
社
会
的
意
義
と
組
合
員
の
役
割
に
つ
い
て
今
一
度
熟
考

し
て
頂
け
れ
ば
有
難
い
と
思
い
ま
す
。
協
同
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と

自
負
が
持
て
る
組
合
員
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

役
職
員
の
皆
様
は
、
協
同
組
合
運
動
の
率
先
垂
範
者
と
し
て
、
誰
よ
り
も
Ｊ
Ａ
の

運
営
原
則
で
あ
る
協
同
組
合
理
念
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
と
深
い
洞
察
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

協
同
組
合
を
深
く
理
解
す
る
近
道
は
、
農
協
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
す
。
農
協
に

は
先
人
が
編
纂
し
て
頂
い
た
記
念
誌
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
入
植
の
歴
史
、
冷
災
害

と
の
格
闘
の
歴
史
、
経
営
危
機
あ
る
い
は
成
功
、
目
覚
ま
し
い
成
果
等
、
現
代
の
私

た
ち
が
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
史
実
が
記
述
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
危
機

等
を
先
人
は
ど
の
よ
う
に
し
て
乗
り
越
え
て
来
た
の
か
、
我
が
農
協
の
歴
史
が
全
て

教
え
て
く
れ
ま
す
。

役
職
員
の
皆
様
に
は
何
よ
り
も
ま
ず
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
頂

き
、
協
同
組
合
の
価
値
を
伝
え
る
語
り
部
と
な
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
自
由
主
義
経
済
へ
の
対
抗
軸
と
し
て
の
協
同
組
合
の
価
値
を
広
く
道
民
に
発
信

し
続
け
、
理
解
と
共
感
を
得
る
こ
と
が
、
永
年
に
亘
り
先
人
が
築
き
上
げ
た
地
域
農

業
並
び
に
協
同
組
合
の
基
盤
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
後
世
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
が

れ
、
持
続
可
能
な
農
業
へ
と
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
未
曽
有
の
台
風
災
害
を
被
り
、
復
旧
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
組
合
員
の
皆
様
が
夢
と

希
望
を
持
っ
て
営
農
と
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
地
域
農
業
と
農

協
の
発
展
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
農
協
法
公
布
記
念

日
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
致
し
ま
す
。

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

会
　
長
　
飛
　
田
　
稔
　
章

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

組
合
員
・
役
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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具体的な質問・意見・要望等が出される!!
～平成２8年度 秋季地区別懇談会～

平
成
二
十
八
年
度
秋
季
地

区
別
懇
談
会
が
、
十
月
二
十
六

〜
二
十
七
日
の
二
日
間
、
二
会

場
（
音
別
・
幌
呂
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
時

期
的
に
農
作
業
等
で
大
変
お
忙

し
い
中
、
二
日
間
で
計
三
十
六

名
の
方
々
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。

懇
談
事
項
と
し
て
、
最
近
の

酪
農
・
畜
産
情
勢
等
、
平
成
二

十
八
年
度
更
正
計
画
等
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

出
席
し
た
組
合
員
の
皆
様
方

か
ら
は
、
農
協
各
部
門
に
お
け

る
事
業
運
営
方
針
、
酪
農
経
営

の
維
持
・
発
展
に
向
け
た
組
織

体
制
づ
く
り
な
ど
に
対
す
る
具

体
的
な
質
問
・
意
見
・
要
望
等

が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
組
合
員
の
皆
様
方
か

ら
出
さ
れ
た
質
問
・
意
見
・
要

望
等
は
集
約
さ
れ
、
理
事
会
に

お
い
て
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
も
地
区
懇
に
ご
出
席
頂

き
、
皆
様
の
生
の
声
を
お
聞
か

せ
願
い
ま
す
。

挨拶をする武藤組合長 幌呂会場（鶴居・幌呂地区）

音別会場（音別・白糠地区）
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「白糠町ふるさと給食週間 出前授業」を実施
～ＪＡ女性部白糠支部による食育教育～

自家産の新鮮野菜を格安で販売!!
～ＪＡ女性部幌呂支部「もぎたて市」～

十
月
十
七
日
、
白
糠
小

学
校
で
Ｊ
Ａ
女
性
部
白
糠

支
部
及
び
よ
つ
葉
乳
業
㈱

根
釧
工
場
に
よ
る
「
白
糠

町
ふ
る
さ
と
給
食
週
間
出

前
授
業
」
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

小
学
三
年
生
を
対
象
に

社
会
学
習
の
一
環
と
し
て
、

「
根
釧
牛
乳
」
の
消
費
拡

大
と
地
産
地
消
の
意
識
を

根
付
か
せ
る「
食
育
教
育
」

を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
白
糠
支

部
の
部
員
と
よ
つ
葉
の
担

当
者
が
講
師
と
な
り
、「
牧

場
の
し
ご
と
・
牛
の
か
ら

だ
・
牛
乳
の
き
る
ま
で
」

な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
、
児
童
達
は

「
酪
農
」
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

給
食
時
に
は
、
児
童
達

に
根
釧
牛
乳
を
お
い
し
く

飲
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

い
ま
す
。
店
頭
に
は
新
鮮

野
菜
の
数
（々
か
ぼ
ち
ゃ
・

長
ネ
ギ
・
じ
ゃ
が
い
も
・

キ
ャ
ベ
ツ
等
）
が
並
び
、

通
り
す
が
り
の
お
客
様
や

地
元
の
方
々
な
ど
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

吉
田
鈴
子
支
部
長
は
、

「
今
年
野
菜
の
出
来
は
、

全
体
的
に
良
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
部
員
達
の

努
力
で
開
催

す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

毎
年
来
て
く

れ
る
お
客
様

も
お
り
大
変

感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
部
員

共
々
力
を
合

わ
せ
て
開
催

し
て
参
り
た

い
。」と
述
べ
、

即
売
会
は
大

盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま

し
た
。

十
月
二
日
、
セ
イ
コ

ー
マ
ー
ト
幌
呂
店
駐
車

場
前
で
、
Ｊ
Ａ
女
性
部

幌
呂
支
部
が
「
も
ぎ
た

て
市
」
を
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
も
ぎ
た
て
市
は

毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

部
員
達
が
愛
情
込
め
て

作
り
上
げ
た
自
家
産
野

菜
を
格
安
で
販
売
し
て

酪農について教える對木美由紀支部長
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基礎飼料品質の更なるレベルアップを目指して!!
～ G’Grass（グッドグラス）2016 ～

や ま べ 釣 り 大 会 で 釣 果 を 競 う!!
～釧路地区 青年部スポーツ交流会～

十
月
二
十
八
日
、
鶴
居
村
総

合
セ
ン
タ
ー
で
、釧
路
農
協
連
・

釧
路
地
区
酪
農
対
策
協
議
会
主

催
に
よ
る
「
Ｇ
，Ｇ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ

（
グ
ッ
ド
・
グ
ラ
ス
）
２
０
１

６
」（
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆
展
示
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

草
地
型
酪
農
経
営
が
主
体
で

あ
る
当
管
内
の
自
給
飼
料
品
質

の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
及
び

地
域
酪
農
産
業
の
安
定
と
向
上

を
図
る
目
的
で
開
催
さ
れ
、
管

い
、
当
Ｊ
Ａ
の
菱
沼

恭
平
さ
ん
（
鶴
居
）

が
23
匹
を
釣
り
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。

終
了
後
の
懇
親
会

で
は
、
釣
り
あ
げ
た

ヤ
マ
ベ
を
天
ぷ
ら
に

し
て
も
ら
い
、
部
員

同
士
の
交
流
の
中
お

い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

内
の
農
業
者
・
各
関
係
者

計
１
６
６
名
が
参
加
、
当

Ｊ
Ａ
か
ら
は
組
合
員
、
役

職
員
合
わ
せ
て
35
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
講
演
「
植

生
改
善
で
生
産
性
Ｕ
Ｐ
」

や
展
示
ブ
ー
ス
（
サ
イ
レ

ー
ジ
展
示
・
各
メ
ー
カ
ー

技
術
情
報
等
）
で
説
明
を

受
け
、
大
変
有
意
義
な
フ

ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

十
月
十
七
日
、
鶴

居
村
大
津
釣
り
公
園

で
、
釧
路
地
区
農
協

青
年
部
協
議
会
ス
ポ

ー
ツ
交
流
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

管
内
６
Ｊ
Ａ
か
ら

計
30
名
、
う
ち
当
Ｊ

Ａ
か
ら
８
名
が
参
加

し
、
毎
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
趣
向
を
変
え

ヤ
マ
ベ
釣
り
大
会
を

行
な
い
ま
し
た
。

制
限
時
間
（
一
時

間
）
内
の
釣
果
を
競

真剣に聞き入る参加者たち

展示ブースで説明を受ける

釣り大会の様子

みごと優勝した菱沼恭平さん（手前）
釣り上げたヤマベ

5



「根釧牛乳」のおいしさを広く伝えたい!!
～ＪＡ青年部・ＪＡ女性部合同 消費拡大運動～

テーマ「乳用後継牛確保に向けた課題と技術的対応について」
～釧路地区乳用牛ベストパフォーマンス実現セミナー～

十
月
二
十
九

日
、
コ
ー
プ
さ

っ
ぽ
ろ
釧
路
星

が
浦
店
で
、
当

Ｊ
Ａ
青
年
部
・

女
性
部
合
同
に

よ
る
牛
乳
消
費

拡
大
運
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

両
部
員
の
５

名
に
よ
り
、
店

内
の
特
設
売
り

場
で
、「
根
釧
牛

乳
」
を
無
料
配

布
し
ま
し
た
。

吉
田
鈴
子
女

性
部
長
は
、「
私

達
女
性
部
は
、

女
性
協
議
会
な
ど
で
も
地
元

ぐ
る
み
で
消
費
拡
大
運
動
と

し
て
、
乳
製
品
の
飲
み
方
や

料
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
提

案
し
て
い
ま
す
。
今
、
私
達

が
出
来
る
事
を
消
費
者
へ
伝

え
続
け
て
い
き
た
い
。」

一
方
、
對
木
賢
雅
青
年
部

副
部
長
は
、「
今
年
は
災
害

が
多
く
大
変
な
年
で
し
た
が
、

私
達
が
生
産
し
た
牛
乳
を
い

か
に
し
て
消
費
者
の
皆
様
に

飲
ん
で
頂
く
か
を
考
え
、
部

員
一
同
活
動
し
て
参
り
た

い
。」
と
話
し
、
女
性
部
と

と
も
に
根
釧
牛
乳
の
美
味
し

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

十
月
十
三
日
、
本
所
で
釧

路
農
協
連
主
催
に
よ
る
「
釧

路
地
区
乳
用
牛
ベ
ス
ト
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
実
現
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
及
び

管
内
の
農
業
者
・
各
関
係
者

計
35
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
釧
路

農
協
連 

永

井
照
久
氏
が

講
師
と
な
り
、

「
北
海
道
に

酪
農
経
営
が

定
着
し
て
以

降
、
こ
れ
ま

で
ど
う
い
っ

た
変
化
を
遂

げ
、
そ
の
変

化
を
受
け
入

れ
つ
つ
、
継

続
発
展
し
て

い
く
た
め
に

は
皆
の
英
知

結
集
が
必
要

で
あ
り
、
次

世
代
へ
受
け

渡
せ
ら
れ
る
北
海
道
酪
農
の

確
立
が
ポ
イ
ン
ト
」
等
の
説

明
を
受
け
た
他
、
牛
群
検
定

Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
法

に
つ
い
て
学
び
、
大
変
意
義

の
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

根釧牛乳のおいしさを伝えた吉田鈴子女性部長

講師：永井照久氏
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

7

今
年
の
粗
飼
料
の
使
い
方

（
そ
の
一
牧
草
編
）

今
年
は
長
雨
や
台
風
の
相
次
ぐ
上

陸
に
よ
り
、
粗
飼
料
の
確
保
量
不
足

や
品
質
低
下
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
の
粗
飼
料
の
使
い
方

に
つ
い
て
、
二
回
に
分
け
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
回
目
は
牧

草
に
つ
い
て
で
す
。

1　
生
育
及
び
収
穫
作
業
の
経
過

◯
一
番
草

・ 

萌
芽
期
か
ら
六
月
上
旬
ま
で
は
順

調
に
生
育
し
て
い
た
が
、
六
月
中

旬
以
降
天
候
不
順
が
続
き
、
収
穫

が
一
週
間
程
遅
れ
、
七
月
に
ず
れ

込
ん
だ
。

◯
二
番
草

・ 

刈
り
取
り
時
期
が
八
月
の
長
雨
で

平
年
よ
り
二
週
間
以
上
遅
れ
た
。

こ
れ
ら
の
経
過
よ
り
、
刈
り
遅
れ

や
枯
れ
草
の
混
入
、
下
草
の
む
れ

な
ど
に
よ
る
サ
イ
レ
ー
ジ
品
質
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

2　
収
量
（
表
１
）

・ 

一
番
草
の
収
量
は
、
２
０
２
６
㎏

と
平
年
の
91
％
と
な
っ
た
。

・ 

二
番
草
の
収
量
は
、
９
４
２
㎏
と

平
年
の
75
％
と
な
っ
た
。

・
一
番
草
と

二
番
草
の
合

計
収
量
は
85

％
と
な
り
、

サ
イ
レ
ー
ジ

確
保
量
の
不

足
が
心
配
さ

れ
る
。

3　
栄
養
価

十
月
末
時
点
ま
で
に
揃
っ
た
中
西

部
支
所
管
内
の
デ
ー
タ
か
ら
、
今
年

の
傾
向
を
見
て
み
ま
し
ょ
う（
表
２
）。

◯
一
番
草

収
穫
時
期
ま
で
に
低
温
、
多
湿
で

経
過
し
た
た
め
、
牧
草
の
生
育
ス
テ

ー
ジ
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
全
道
の
平

均
と
比
較
し
て
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ
は
高
く
、

繊
維
含
量
（
Ｎ
Ｄ
Ｆ
）
は
低
い
傾
向

で
す
。
一
方
、
粗
タ
ン
パ
ク
は
低
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

既
に
給
与
し
て
い
る
農
場
か
ら
は
、

食
い
込
み
は
良
い
が
、
そ
の
割
に
乳

量
が
出
な
い
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

◯
二
番
草

一
番
草
同
様
、
栄
養
価
の
低
下
は

見
ら
れ
な
い
傾
向
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
嗜
好
性
の
確
認
な
ど
引
き
続
き

品
質
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
あ
く
ま
で
現
時
点
で
の
傾

向
で
す
の
で
、
粗
飼
料
分
析
を
行
い

栄
養
価
の
把
握
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

4　
粗
飼
料
利
用
計
画
を
立
て
る

・ 

今
年
の
在
庫
量
を
確
認
し
、
不
足

が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
代
替
飼
料

の
確
保
を
検
討
す
る
。

・ 

地
域
内
に
粗
飼
料
の
余
剰
が
無
い

か
情
報
を
収
集
す
る
。

・ 

飼
料
供
給
元
に
購
入
粗
飼
料（
例
：

ル
ー
サ
ン
ヘ
イ
、
ク
レ
イ
ン
グ
ラ

ス
な
ど
）
や
中
間
飼
料
（
例
：
ビ

ー
ト
パ
ル
プ
、
大
豆
皮
、
リ
ン
ト

付
き
綿
実
な
ど
）
が
供
給
可
能
か

確
認
し
、
飼
料
設
計
担
当
者
と
利

用
方
法
を
検
討
す
る
。

・ 

育
成
牛
の
預
託
や
低
能
力
牛
の
早

め
の
淘
汰
を
検
討
す
る
。

粗
飼
料
不
足
へ
の
対
応
が
後
手
に

回
ら
な
い
よ
う
に
早
め
に
手
を
打
つ

こ
と
が
重
要
で
す
。

5　
給
与
方
法

●
食
い
込
み
量
の
確
認

開
封
時
に
サ
イ
レ
ー
ジ
品
質
を
見

な
が
ら
、
牛
が
十
分
に
食
え
て
い
る

か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
食
い
込
み
が
悪
い
場
合

・ 

糖
蜜
飼
料
な
ど
嗜
好
性
の
良
い
飼

料
を
併
給
す
る
。

・ 

不
良
発
酵
に
よ
り
ア
ン
モ
ニ
ア
態

窒
素
が
高
い
場
合
は
、
吸
着
効
果

が
期
待
で
き
る
ゼ
オ
ラ
イ
ト
を
添

加
す
る
。

・ 

二
次
発
酵
し
て
い
る
場
合
は
、
部

分
的
な
廃
棄
、
一
日
分
を
無
駄
な

く
使
い
切
る
、
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
の
噴

霧
、
カ
ビ
毒
吸
着
剤
を
検
討
す
る
。

●
粗
飼
料
の
組
み
合
わ
せ

二
番
草
単
体
で
の
使
用
に
な
ら
な

い
よ
う
、
一
番
草
や
コ
ー
ン
と
組
み

合
わ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※�

次
回
は
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
の
使

い
方
に
つ
い
て
で
す
。

（
平
成
28
年
10
月
作
成
）

表１　H28年中西部支所管内の収量調査結果
（市町村、JA、普及センター調査による）

Ｈ28 平　年 平年比
１番草 2,026kg 2,229kg 91%
２番草 942kg 1,260kg 75%
合　計 2,968kg 3,489kg 85%

表２　平成28年度粗飼料の分析値
（ホクレン受付分　１番草22点、２番草8点）

中西部 全道平均 全道対比

１
番
草

TDN 61.0 58.2 105%

C　P 9.4 10.4 90%

NDＦ 64.9 68.8 94%

２
番
草

TDN 61.7 59.9 103%

C　P 14.8 13.0 114%

NDＦ 60.5 61.3 99%
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■平成28年度 　生乳生産実績（10月）
月計乳量（kg） 10月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,237,512.7 97.2 59,755,438.1 100.6
（鶴居地区） 2,844,780.0 98.5 20,421,048.2 100.1
（幌呂地区） 2,218,317.8 99.5 15,935,229.7 103.0
（白糠地区） 1,676,691.6 94.1 12,388,963.2 98.8
（音別地区） 1,497,723.3 95.4 11,010,197.0 100.1

管 内 計 43,323,280.4 98.1 318,316,042.2 102.0
（前年度管内計） 44,154,235.0 312,156,036.1

編 集 後 記
EDITOR’S�NOTE

□  今年収穫された粗飼料は、普及センターの分析によると、天候不順や台風
による影響、刈り遅れなどにより、収量の減少や品質の低下が懸念されて
おります。粗飼料分析による栄養価の把握、利用方法などについて早めの
対応を検討して参りましょう。

理　事　会　報　告
10月定例理事会　平成28年10月31日（月）
報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．９月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．内部審査の結果について
６．経営定期点検の実施結果について
７．理事に対する資金の貸付報告について
８．㈱ジェイエーコムズ取締役会の報告について
９．�㈱ジェイエーコムズにかかる監事監査報告につ

いて

付議事項�
議案第１号　�平成28年度営農振興資金の貸出条件の

設定について
議案第２号　融資の承認について
議案第３号　固定資産の取得について
議案第４号　�平成28年度森林整備事業の実施について
議案第５号　諸規程等の制定について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．�秋季地区別懇談会における意見・要望等について
２．ＪＡ役員道内視察研修について
３．当面の業務日程について

管
内
Ｊ
Ａ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

十
月
一
日
、
太
田
農
村
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
で
、
管
内
Ｊ
Ａ
役
職
員
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
、
管
内
４
Ｊ
Ａ
・
各
連
合

会
の
役
職
員
計
48
名
が
チ
ー
ム（
４
名
１
組
）

に
分
か
れ
18
ホ
ー
ル
で
競
技
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
、
団
体
の
部
準
優
勝
（
西
村
・

坪
田
・
橘
田
・
片
淵
）、
同
３
位
（
相
楽
・

久
保
田
・
高
橋
・
山
本
）

個
人
の
部
優
勝
高
橋
綾
・
同
３
位
西

村
隆
志
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。



■
編
集
発
行�

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
110—
平
成
28
年
11
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝

え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

７
月
に
公
開
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

数
が
５
０
０
０
件
を
突
破
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
が
登
録
す
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ス
ポ
ッ
ト
の
数
は

約
１
２
０
０
件
。
地
域
に
よ
っ
て
は
地
元
食
材
を
使
う

飲
食
店
を
登
録
す
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
お
り
ま

す
。北

海
道
の
農
畜
産
物
が

当
た
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
実
施
中
。

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ス
ポ
ッ

ト
を
回
っ
て
集
め
た
ポ
イ

ン
ト
を
利
用
し
て
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
！
詳
細
は

ア
プ
リ
内
お
知
ら
せ
に
記

載
し
て
お
り
ま
す
。

※�

第
１
弾
の
応
募
期
間
は
年
内

12
月
31
日
ま
で
で
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

度
重
な
る
台
風
の
上
陸
・
接
近
に
よ
り

道
内
各
地
で
甚
大
な
農
業
被
害
が
発
生
し
、

８
月
16
日
か
ら
９
月
１
日
の
期
間
の
災
害
が
激
甚
災
害

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
農
業
信
用
基
金
協
会
と
協
調
の
う
え
災
害
復

旧
お
よ
び
再
生
産
に
向
け
て
、
農
業
者
へ
の
資
金
供
給

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
今
般
の
農
業
災
害
に
対
応
す

る
Ｊ
Ａ
農
業
経
営
緊
急
支
援
資
金
の
本
年
度
貸
付
分
に

つ
い
て
、
①
貸
出
条
件
の
拡
充
、
②
借
入
れ
利
息
の
５

年
間
無
利
子
化
、
③
保
証
料
負
担
の
軽
減
を
実
施
し
ま

す
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

10
月
よ
り
Ｊ
Ａ
自
動
車
共
済
加
入
者

向
け
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ
共
済
く
る

ま
の
ミ
カ
タ
」
が
新
登
場
。

緊
急
時
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
る
レ
ッ

カ
ー
・
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
要
請
（※）
や

ト
ラ
ブ
ル
時
の
画
像
送
信
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

位
置
情
報
が
確
認
可
能
な
こ
と
で
、
事
故
受
付
も
ス

ム
ー
ズ
に
。
詳
し
く
は
、「
く
る
ま
の
ミ
カ
タ
」
で
検
索

を
お
願
い
し
ま
す
。

（※）�
交
通
事
情
、
気
象
状
況

等
や
ご
利
用
の
地
域
に

よ
り
一
部
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
出
来
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の

生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の

積
極
的
な
啓
発
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広

報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
年
３
回

発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健
康
情
報
を
発
信
し

て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

ホ
ク
レ
ン

皆
様
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
「
ホ
ク

レ
ン
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
フ
ァ
ン
感
謝
祭
２

０
１
６
」
を
石
狩
市
の
ホ
ク
レ
ン
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
工
場

で
開
催
。

「
ご
ち
そ
う
新
米
ふ
る

ま
い
コ
ー
ナ
ー
」
や
、「
米

俵
１
俵
争
奪　

大
ジ
ャ
ン

ケ
ン
大
会
」
な
ど
、
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
で
来
場
者
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。入

場
料
は
全
額
を
石
狩

市
に
寄
付
、
子
育
て
支
援

や
幼
児
教
育
等
次
世
代
育

成
事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ

ま
す
。


